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参
院
選
結
果
と
今
後
の
展
望　　　2025年と2022年参院選の各党における比例票の増減　（万票）

医療費削減を公約した政党 医療費抑制に反対を掲げた政党 不明

政党名 自民 公明 維新 国民 参政 立憲 れいわ 共産 社民 保守 諸派

2025年
参院選 1280 521 437 762 742 739 387 286 121 298 340

2022年
参院選 1825 618 784 315 176 677 231 361 125 0 0

票の増減 －545 －97 －347 447 566 62 156 －75 －4 ― ―

計 24 139

今
こ
そ
役
割
を
果
た
す
時

　

旧
い
話
で
あ

る
し
、
興
味
無

い
方
も
多
い
と

思
わ
れ
る
の
で

恐
縮
だ
が
、
六
月
に
日
本
将

棋
連
盟
の
理
事
会
が
行
わ

れ
、
清
水
市
代
女
流
七
段
が

会
長
に
選
出
さ
れ
た
。
女
性

の
会
長
は
初
め
て
。
将
棋
界

は
圧
倒
的
な
男
社
会
で
あ

り
、
勝
敗
以
外
の
利
害
関
係

が
希
薄
で
あ
る
が
故
に
将
棋

が
強
い
者
の
発
言
力
が
大
き

く
ま
た
正
し
い
と
さ
れ
る
世

界
で
あ
る
（
女
流
棋
士
は
実

力
的
に
は
男
性
棋
士
に
劣

る
）。
昔
は
若
手
棋
士
が
何

か
発
言
し
よ
う
も
の
な
ら
、

高
段
棋
士
か
ら
「
下
級
者
黙

れ
」
の
一
言
で
片
付
け
ら
れ

た
と
か
。
ま
た
歴
代
会
長
の

顔
触
れ
を
見
て
も
、
前
任
の

羽
生
九
段
を
始
め
一
時
代
を

築
い
た
名
棋
士
の
名
前
が
並

ぶ
。
そ
の
様
な
背
景
で
の
女

流
棋
士
の
会
長
就
任
で
あ

る
。
私
は
清
水
会
長
の
手
腕

に
期
待
し
て
い
る
。
例
え
ば

昨
年
女
流
タ
イ
ト
ル
戦
で
、

身
重
の
対
局
者
が
体
調
不
良

の
た
め
不
戦
敗
と
な
る
ケ
ー

ス
が
あ
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
戦

は
棋
界
の
華
。
今
後
の
た
め

に
も
明
確
な
ル
ー
ル
作
り
が

求
め
ら
れ
る
。「
妊
娠
・
出

産
と
仕
事
」
は
一
般
社
会
に

も
通
じ
る
話
。
全
て
の
人
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
う
。 

（
Ｓ
）

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し
、

11
万
の
病
床
削
減
や
、
後
期

高
齢
者
の
資
産
を
加
味
し
た

自
己
負
担
増
を
掲
げ
た
が
、

自
公
維
３
党
は
前
回
の
参
院

選
に
比
べ
、
比
例
票
で
自
民

５
４
５
万
、
公
明
97
万
、
維

新
３
４
７
万
と
計
９
８
９
万

票
も
得
票
を
減
ら
し
た

（
表
）。

自
己
責
任
型
・
排

外
的
医
療
の
伸
長

　

一
方
、
今
回
伸
長
し
た
参

政
・
国
民
は
い
ず
れ
も
、
医

療
の
公
的
支
援
や
医
療
費
総

枠
拡
大
で
は
な
く
、「
自
己

責
任
」
型
・
排
外
的
医
療
論

を
強
め
る
傾
向
に
あ
る
。
世

代
間
分
断
を
煽
る
政
策
・
発

言
は
維
新
以
上
で
も
あ
る
。

　

参
政
党
は
自
由
診
療
へ
の

依
存
や
保
険
制
度
へ
の
不
信

感
が
目
立
つ
。

自
公
過
半
数
割
れ

　

低
賃
金
、
急
激
な
物
価
高

騰
に
苦
し
む
国
民
の
暮
ら
し

に
対
し
、
自
公
政
権
は
２
万

円
給
付
で
お
茶
を
濁
す
に
と

ど
ま
っ
た
。
消
費
税
減
税
に

傾
い
た
世
論
を
引
き
戻
す
こ

と
は
で
き
ず
、
自
公
は
過
半

数
を
割
り
込
ん
だ
。
医
療
政

策
で
は
維
新
を
含
め
た
医
療

費
抑
制
の
３
党
合
意
で
、
Ｏ

　

参
議
院
選
挙
が
先
月
20
日
、
投
開
票
さ
れ
た
。
協
会
は

「
骨
太
方
針
２
０
２
５
」
が
進
め
る
医
療
費
４
兆
円
削
減
・

社
会
保
障
削
減
路
線
に
反
対
し
、
保
険
で
良
い
医
療
を
守
る

立
場
を
と
っ
た
。
政
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
活
用
を

進
め
、
大
阪
選
挙
区
候
補
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
・
ま
と
め

を
発
信
し
た
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し
、
病
床
11
万
床

削
減
へ
の
反
対
の
論
陣
を
張
っ
た
。
結
果
の
分
析
と
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
戸
井
逸
美
政
策
部
長
が
解
説
す
る
。

　

国
民
民
主
党
は
「
公
的
保

険
の
給
付
範
囲
の
見
直
し
」

や
「
終
末
期
医
療
の
見
直

し
」
な
ど
を
掲
げ
、
高
齢
者

負
担
増
や
医
療
費
削
減
を
容

認
す
る
方
向
に
あ
る
。

全
世
代
型
社
会
保

障
改
革
が
生
ん
だ

世
代
間
分
断

　

こ
れ
は
政
府
が
進
め
て
き

た
「
全
世
代
型
社
会
保
障
改

革
」
の
産
物
で
も
あ
る
。
８

月
３
日
、
私
が
参
加
し
た
保

団
連
主
催
の
夏
季
セ
ミ
ナ
ー

の
講
座
「
世
代
間
対
立
の
先

に
あ
る
危
機
」
で
教
育
社
会

学
が
専
門
で
、
若
者
の
社
会

背
景
に
詳
し
い
武
蔵
大
学
教

授
・
大
内
裕
和
氏
は
、
こ
う

分
析
し
た
。「（
政
府
に
よ
っ

て
）『
少
子
化
対
策
』

と

『
高
齢
者
医
療
費
の
抑
制
』

が
セ
ッ
ト
で
提
案
さ
れ
、
若

者
・
現
役
世
代
vs
高
齢
者
の

対
立
図
式
が
織
り
込
ま
れ
て

い
る
」、「
中
間
層
解
体
の
不

満
を
『
高
齢
者
』

に
向
け

て
、
結
果
的
に
は
医
療
・
社

会
保
障
の
改
悪
を
進
め
る
。

参
院
選
で
は
『
現
役
世
代
』

の
『
手
取
り
』
増
加
を
と
唱

え
た
国
民
民
主
党
と
参
政
党

が
伸
長
し
た
」。
正
鵠
を
射

て
い
る
と
思
う
。

世
論
を
味
方
に

　

自
公
政
権
が
４
兆
円
も
の

公
的
医
療
費
削
減
を
掲
げ
る

中
、
業
界
団
体
か
ら
推
薦
し

た
医
系
議
員
が
落
選
し
た
こ

と
は
、
象
徴
的
な
出
来
事
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
排
外

主
義
、
世
代
間
分
断
は
払
拭

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
新
た

な
政
党
の
伸
長
は
少
な
く
と

も
、
世
論
に
よ
っ
て
政
治
は

動
く
と
い
う
こ
と
を
示
し

た
。
待
合
室
に
署
名
を
置

き
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
政
策

を
訴
え
る
協
会
・
保
団
連
の

よ
う
な
日
常
活
動
こ
そ
が
医

療
政
策
を
前
に
進
め
る
と
は

言
え
な
い
か
。
今
こ
そ
協
会

が
役
割
を
存
分
に
果
た
す
と

き
で
あ
る
。
現
場
の
声
を
届

け
、
分
断
を
乗
り
越
え
、
全

て
の
人
が
受
診
で
き
る
医
療

へ
と
一
層
取
り
組
み
を
強
め

て
い
き
た
い
。

条
約
を
守
る
と
。
ア
メ
リ
カ

と
の
同
盟
関
係
の
方
が
大
事

だ
と
。

ア
メ
リ
カ
の

ア
メ
リ
カ
の

台
湾
関
与
と

台
湾
関
与
と

中
国
の
反
発

中
国
の
反
発

　

台
湾
海
峡
で
緊
張
が
高
ま

っ
た
一
連
の
経
緯
を
見
て
み

る
と
対
立
の
経
過
が
非
常
に

よ
く
わ
か
る
。
台
湾
海
峡
を

め
ぐ
っ
て
緊
張
が
一
気
に
高

ま
っ
た
の
が
第
１
次
ト
ラ
ン

プ
政
権
の
時
だ
。

　

そ
の
前
の
オ
バ
マ
政
権
に

比
べ
て
台
湾
に
対
す
る
関
与

を
か
な
り
強
め
た
。
具
体
的

に
は
武
器
の
売
却
の
拡
大

や
、
政
府
高
官
の
台
湾
訪
問

を
解
禁
し
た
。

緊
張
が

緊
張
が

高
ま
っ
て
い
く

高
ま
っ
て
い
く

　

中
国
か
ら
見
れ
ば
ア
メ
リ

カ
は
台
湾
を
ま
た
独
立
国
と

し
て
認
め
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
と
疑
う
よ
う
に
な
る
。

そ
の
後
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領

は
台
湾
の
防
衛
を
明
言
し
た

り
、
ア
メ
リ
カ
の
下
院
議
長

が
台
湾
を
訪
問
し
、
蔡
英
文

総
統
と
会
談
し
た
り
、
ま
る

で
台
湾
と
政
府
間
の
関
係
を

結
ぶ
か
の
よ
う
な
動
き
を
と

っ
た
。
中
国
は
強
く
反
発

し
、
台
湾
周
辺
で
大
規
模
な

軍
事
演
習
を
実
施
す
る
よ
う

に
な
る
。

　

ア
メ
リ
カ
が
関
与
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
中
国
は
対
抗
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
な
る
。

台
湾
に
対
す
る
軍
事
的
威

嚇
、
軍
事
演
習
を
常
態
化
し

た
り
、
航
空
機
や
艦
船
を
台

湾
に
近
い
と
こ
ろ
ま
で
進
出

さ
せ
る
。
こ
う
し
て
軍
事
的

な
緊
張
が
ど
ん
ど
ん
高
ま
っ

て
い
く
。

軍
事
費
の
大
幅
拡
大

軍
事
費
の
大
幅
拡
大

火
中
の
栗
を

火
中
の
栗
を

拾
う
行
為

拾
う
行
為

　

そ
れ
ら
の
軍
事
的
な
緊
張

に
対
し
日
本
が
巻
き
込
ま
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
実
態

だ
。
軍
事
費
を
大
幅
に
拡
大

し
、
兵
器
を
爆
買
い
し
、
基

地
を
強
靭
化
す
る
な
ど
、
ま

さ
に
火
中
の
栗
を
拾
う
行
為

と
言
っ
て
い
い
。

　

自
衛
隊
が
最
近
、
単
独
で

台
湾
海
峡
を
わ
ざ
わ
ざ
航
行

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
自
衛

隊
は
や
っ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
だ
。
し
か
し
そ
れ
を
つ
い

に
や
る
、
や
る
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
喜
ぶ
だ
ろ
う

が
、
日
本
国
民
に
と
っ
て
は

非
常
に
危
険
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
と
い
え
る
。

ノ
ー
は
あ
り
え
な
い

ノ
ー
は
あ
り
え
な
い

と
い
う
自
民
党
政
権

と
い
う
自
民
党
政
権

　

日
米
安
保
条
約
で
は
、
米

軍
が
日
本
の
基
地
を
使
っ
て

日
本
の
国
外
で
戦
闘
行
動
を

と
る
際
、
日
本
と
事
前
協
議

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
、
事
前
協
議
で
日
本
が

ノ
ー
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え

な
い
と
自
民
党
政
権
は
言

う
。
石
破
首
相
も
去
年
出
し

た
本
の
中
で
ほ
ぼ
あ
り
え
な

い
と
書
い
て
い
る
。
ノ
ー
と

言
っ
て
し
ま
う
と
日
米
安
保

条
約
が
壊
れ
る
か
ら
だ
と
い

う
。
こ
ん
な
不
平
等
条
約
、

壊
れ
て
い
い
の
で
は
な
い

か
。
守
ら
れ
る
べ
き
は
日
本

国
民
の
は
ず
だ
。
し
か
し
日

本
政
府
は
、
国
民
の
命
や
日

本
の
国
土
が
戦
場
に
な
る
か

ど
う
か
よ
り
も
、
日
米
安
保

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
布
施
祐
仁
氏
が
「
日
米
軍
事
一
体
化

の
行
方
と
戦
争
の
リ
ス
ク
―
こ
の
道
の
先
に
国
益
は
あ
る
の

か
」
と
題
し
、
大
阪
府
保
険
医
協
会
・
反
核
平
和
委
員
会
の

主
催
で
３
月
16
日
、
講
演
し
た
。
編
集
部
が
布
施
氏
の
講
演

概
要
を
ま
と
め
、
連
載
で
紹
介
す
る
。

―８―

政
策
部
長　

戸
井　

逸
美

施設基準などについての
定例報告は

「８・１定例報告」
となりました

締切は８月29日（金）です

 点数早見表９月追補版
 保団連研究サイト案内
 被災者支援署名

　2024年１月１日に発生した「能登半島地
震」では、甚大な被害を出したうえに復旧・
復興も進んでいません。同年９月20日には
能登半島を豪雨が襲い、再び大きな被害をも
たらしました。特に歯科は上下水道の確保も
求められ、診療所や自宅の再建とともに大き
な課題です。被災者再建支援署名へのご協力
をお願いします。

今
号
同
封

国
民
の
命
よ
り
同
盟
関
係
が
上
位
に


